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熊 本 県

令和２年７月豪雨からの
復旧・復興の進捗状況

令和３年１１月７日 くまもと復旧・復興有識者会議





地域の魅力の
向上と誇りの回復

二度と「陸の孤島化」しない、

道路・通信網のリダンダンシー確保

誰もが暮らしやすい・魅力あふれる

まちづくりと新たなコミュニティの形成

新型コロナ収束後の新たな

インバウンド戦略の実行

四季折々の自然を体感できる、

ドライブ・サイクリング・ランニングロードの整備

ICTで生活
防災情報が
迅速にわかる

ツールド九州
の誘致も

kumaラボで
地域の課題や
可能性を研究

災害に強い
社会インフラ整備と

安心して学べる拠点づくり

すまい・コミュニティ
の創造

“緑の雇用”の創出に向けた

森林資源のフル活用
最先端技術（AI,ICT等）を駆使した

新たな“つながり”による、“スマート・ビレッジ”の実現

なりわい（生業）・
産業の再生と創出

観光資源の磨き上げや交通アクセスの

多様化による人吉球磨の観光拠点化

農地の大区画化等による生産性の向上など

稼げる農業の実現

愛する地域で誰もが安全・安心に住み続けられ、
若者が “残り・集う”持続可能な地域の実現

令和２年７月豪雨からの復旧・復興プラン【R2.11.24策定】の目指す姿（将来ビジョン）

ダイナミックなインセンティブによる

企業支援と産業・雇用の創造

既設ダム

八代港

誘致IT企業との連携

球磨川くだり

芦北町・うたせ船

津奈木町・舞鶴城公園

八代市坂本町

国宝 青井阿蘇神社

くま川鉄
道

再生可能エネルギーの導入推進による

ゼロカーボン先進地の創出

～球磨川流域グリーンニューディール～

日本一災害に強い、命の道・通学の道
としての「国道219号」の強靱化

災害に強い地域拠点・避難所としての

「防災公民館」や「防災道の駅」の整備

持続可能な医療、
地域包括ケアシステム

で安心

若者が残り、集まる知的拠点としての

“球磨川流域大学（仮称）”の構想

全国から若者が集う地方創生の核となる

魅力ある学校づくり

くまモンやクラウドファンディングを活用した

球磨川ファンクラブの設立

球磨川と干潟再生のシンボル

「アユ」・「アサリ」による

地域活力の再生

復興のシンボルとしての

清流川辺川・球磨川の継承

球磨焼酎の“トップ・オブ・ザ・ワールド戦略”

緑の流域治水
生命・財産を守る安全・安心の最大化と
環境への影響の最小化のベストミックス

ＩＣＴ教育日本一

オンライン診療・
調剤もできる

国道219号の復旧
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緑の流域治水
生命・財産を守る安全・安心の最大化と
環境への影響の最小化のベストミックス
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堆積土砂の撤去など河川の緊急対策

○ 令和２年７月豪雨等により堆積し、特に緊急で撤去が必要な土砂について、令和３年５月末までに
約９３万㎥※（計画値：８５万㎥）の撤去が完了。引き続き、国土強靭化に伴う事業や緊急浚渫推進事
業を活用し、計画的に河川の流下能力を向上させていく。 ※ 球磨川流域市町村及び津奈木町分

○ 堤防や護岸が被災した河川については、本復旧に向け、これまでに約４割の災害復旧工事に着手。

○ 河川情報の充実を図るため、令和３年６月末時点で河川カメラ２基、水位計４基を増設。今後も配置
計画を検討のうえ、増設を実施。

堆積土砂撤去（免田川・あさぎり町）

被災状況

撤去完了

河川カメラ・水位計の増設（万江川・山江村）

水位計新設

カメラ新設（カメラ画像）

災害復旧工事着手（川辺川・相良村）

被災状況

復旧状況
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治山・砂防による山の再生・強化

砂防堰堤応急対策（川内川・球磨村）

急傾斜施設応急対策（塩尾・芦北町）

○砂防堰堤の堆積土砂・流木撤去は、令和３年６月末までに１７箇所中１６箇所で撤去が完了。
残る１箇所も、令和３年１０月に進入路の整備が完了し、堆積土砂等の撤去を実施中。

○砂防施設の復旧は、令和３年９月末までに７箇所が完了し、３３箇所で工事を実施中。
○緊急的な砂防施設の整備は、１７箇所中３箇所で工事を実施中、１４箇所は工事着手に向け準備中。

○その他の砂防施設は、２３箇所全てについて、次年度以降の工事着手に向け準備中。

砂防堰堤応急対策（大坪川・津奈木町）

急傾斜施設応急対策（上村・芦北町）

砂防堰堤の堆積土砂等撤去（牧良川・湯前町）

撤去前

撤去後

5



○危険な山地崩壊箇所における治山施設の整備３８箇所及び被災した治山施設の復旧３箇所について
工事を実施中（９月末時点）。

○治山ダムに堆積した土砂・流木の除去等について１７箇所中、７箇所完了、６箇所で実施中（９月末時
点） 。

○全国に先駆け、出水期前に山地防災パトロールを県内全域で行うとともに、熱海市で発生した土石流
災害を受けて、土砂流出による影響が大きい地区の緊急点検を実施するなど、県民の防災意識の向
上につながるソフト対策を強化。

土砂・流木等の除去復旧に向けた治山工事の推進

防災意識の向上につながるソフト対策の強化

地域住民への周知

出水期前の山地防災パトロールおよび熱海の災害を受けた緊急点検

埋もれた治山ダム

八代市

除去後の治山ダム

相良村

あさぎり町

崩壊の復旧による保全施設の保護

治山ダムによる土砂流出の抑制 点検・パトロール状況
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多様で健全な災害に強い森づくり

森林の有する山地災害防止機能等の発揮に向け森林整備を推進。

○人吉・球磨地域の市町村が中心となり、災害に強い森づくりの一環として復興祈念植樹祭を開催。

○復興祈念植樹祭には、市町村長、緑の少年団、仮設住宅の入居者のほか、ゲストとして市川海老蔵氏も参加し、
広葉樹約３００本を植栽。復興に向けた機運が醸成された。

祈念植樹の状況 祈念植樹の標柱設置 地元の緑の少年団も参加

森林資源のフル活用に向けた取組みの推進

「森林サービス産業」の創出に向け、地域
の企業、団体等と連携した協議会を設立。

間伐の推進（五木村）

整備前

協議会開催状況植栽用苗木の生産（相良村）
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地域と連携した水田貯留機能のフル活用

生産者向け説明会 高校生によるせき板の試作

田んぼダム実証実験の推進

○流域７市町村の水田２９６ｈａ（当初目標２７０ｈａ）で地域と連携し、田んぼダムの効果や作物への
影響を検証するため、実証実験に着手。８月の豪雨時にはスマート田んぼダムによる一斉落水・
貯留を実施し、貯留効果を確認するなど取組みを推進。

○「田んぼダム効果等検証委員会」で効果や課題を検証しながら、更なる普及・拡大に取り組む。

地域と連携した田んぼダムの取組みによる緑の流域治水

地域と連携した取組みの推進

スマート田んぼダムの取組み
田んぼダムによる貯留状況

田んぼダム効果等検証委員会況（第2回10月）

せき板の設置式典

せき板設置による貯留

地
域
と
連
携

実
証
実
験

効
果
検
証

貯留効果大
（流出量が小さい）

田んぼダム実施

貯留効果が小
（流出量が大きい）

田んぼダム未実施
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“生命・財産を守る”ソフト対策の強化

戸別受信機等の設置

想定最大規模（L2）に対応したハザードマップの作成（国管理及び県水位周知河川）

球磨川浸水想定マップ（人吉市） 防災マップ（山江村）

戸別受信機

IP告知端末

防災ラジオ

9

○戸別受信機等を全世帯または希望世帯に設置済
【八代市、芦北町、津奈木町、錦町、あさぎり町、
多良木町、湯前町、水上村、相良村、五木村、
山江村、球磨村】

※八代市は、一斉に情報配信するシステムの運用を開始済

○防災ラジオ（戸別受信機）をR3年度中に全世帯に
配布（罹災世帯等3,600世帯には配布済）【人吉市】

○L2対応ハザードマップを作成・周知済（※）
【八代市、芦北町、錦町、あさぎり町、多良木町、
湯前町、山江村、水上村、球磨村】
※冊子の配布又はWEBによる周知

○L2浸水想定区域図を配布済（R3年度中にL2対応
ハザードマップの作成・配布）
【人吉市、津奈木町、相良村】



マイタイムラインの普及

要支援者個別避難計画・要配慮者利用施設の避難確保計画の作成

○避難行動要支援者個別避難計画
・避難行動要支援者のうち名簿情報提供同意者の個別避難計画作成率 １００％ 【１３市町村】
・県と市町村が連携した、個別避難計画に基づく訓練を実施。【人吉市（5/30）、球磨村（5/16）】

○要配慮者利用施設の避難確保計画
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成率 １００％ 【９市町村】
（錦町、湯前町、五木村、水上村は対象施設なし）
・要配慮者利用施設による避難訓練実施に向けた研修会を開催。【173施設参加】 避難訓練の様子（人吉市）
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○一人ひとりの避難行動を時系列にまとめた防災行動計画 「マイタイムライン」ガイドブックを県ホームページに掲載し、また、概要版
を全世帯に配布。マイタイムラインシートを手軽に作成できる専用WEBサイトも開設（9/1～）。

○「マイタイムライン」を活用した住民参加型訓練を実施。
【球磨村（5/16）、多良木町（5/23,8/29）、人吉市（5/30,10/17）、芦北町（6/6）、相良村（6/20,10/24）、山江村（7/1）、八代市（10/30）】

マイタイムライン作成の様子（多良木町） 避難訓練の様子（多良木町） マイタイムラインガイドブック マイタイムラインガイドブック概要版

水災補償を付帯した火災保険の加入促進

○水災補償を付帯した火災保険の加入促進のため、保険料の一部を補助する制度を創設。【球磨村】





すまい・コミュニティ
の創造
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本格的な住まいの再建

c

c

○被災された方々に１日でも早く住まいを確保していただけるよう、県独自の５つの支援策等により、
支援に取り組んできたところ。

○仮設住宅の入居者は令和3年10月末で1,494世帯（3,368人）、1月末をピークに減少に転じている。
○今後は住まいの再建が本格化していくため、市町村や地域支え合いセンター等と連携し、被災者

一人一人の意向に寄り添った支援を進める。

②地域支え合いセンターにおける訪問・交流

①住まい再建のための５つの支援策

センター訪問件数（令和3年9月末時点累計）：40,268件

仮設住宅訪問（球磨村） 仮設住宅入居者交流会（八代市）

①５つの支援策を活用いただきながら、
②地域支え合いセンターにおける訪問や

交流等の活動を通して、

被災されたすべての方々が住まいの再建
を果たすことができるよう、引き続き寄り
添って、きめ細かな支援を進める

c

◆仮設住宅等入居者数

戸数 人数

R3.1月末
（ピーク）

1,814 4,217 

R3.10月末 1,494 3,368 

12



○知事が仮設団地を訪問し、緑の流域治水や住まいの再建に向けた支援策などを説明するとともに、
住まいの再建に向けた課題等について意見交換を実施。

○意見交換の後、仮設住宅の軒先やみんなの家などでも、多くの方々とお話しし、様々な御意見を聴
取。(約２００人以上の方々と懇談）

○今後も、様々な機会を捉え被災地を訪問し、住民の声をお聴きしていく予定。

訪問日 市町村 訪問先（仮設団地）

７月２５日(日)
芦北町
津奈木町

女島ゆめもやい緑地仮設団地
男島仮設団地

８月１日(日) 球磨村 さくらドーム・多目的広場・グラウンド仮設団地

９月１２日(日) 八代市 古閑中町・市民球場仮設団地

９月２３日(木)
山江村
相良村

中央グラウンド仮設団地
松葉・総合運動公園仮設団地

１０月３日(日) 人吉市
下原田第一・第二・第三仮設団地
西間上第一・第二・第三仮設団地

9/12 八代市 9/23 山江村

7/25 津奈木町

7/25 芦北町

9/23 相良村 10/3 人吉市8/1 球磨村
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被災地のまちづくりと集落再生

○特に被害が大きかった６市町村（八代市・人吉市・芦北町・相良村・山江村・球磨村）が、
令和３年３月までに復興計画を策定済。

○上記のうち、八代市、人吉市、相良村、球磨村がまちづくりや集落再生の具体的な取組を
示す「復興まちづくり計画」の今年度末までの策定を目指し検討を進めており、人吉市は
１０月末に暫定版の計画が完成。

７月に都市計画決定した「被災市街地復興推進地域」における面的整備等の事業手法・区域
を検討する「住民向け事業計画検討会」を１０月から開始。現在、個別訪問による意向調査を
並行して実施中。

事業計画検討会の様子

被災市町村の復興計画・復興まちづくり計画の策定状況

まちづくり・集落再生の取組み（人吉市）

14



○被災地域のすまいの再建等に向け、地域別懇談会や住民アンケート等による住民の意向把握等
の実施。

○宅地かさ上げや遊水地等の流域治水プロジェクトに掲げる事業に関する説明会等を実施。

宅地かさ上げ等説明会（八代市坂本町） 宅地かさ上げ等説明会（芦北町） 遊水地候補地説明会（球磨村渡地区）

まちづくり・集落再生の取組み（球磨村・八代市坂本町・ 芦北町）

遊水地候補地・引堤のイメージ
（球磨村渡地区）

集落再生のイメージ（芦北町）支所周辺イメージ（八代市坂本町）

15





なりわい（生業）・
産業の再生と創出

16



生業の再建と新たな産業の創出

補助金申請

４56件
補助金の交付決定

３０８件

復旧完了

233件

（１）「なりわい再建支援補助金」による施設・設備の復旧支援（R3.10.15時点）
事業再建
支援

（２）「被災者等支援交付金」を活用した仮設商店街の開設支援

復旧前

鮮魚店における復旧

（参考）
7月豪雨型
持続化補助金
採択件数５７７件

大型車庫における復旧

復旧前

復旧後

復旧例

復旧後

人吉市 八代市 球磨村

施設名
（所在）

①モゾカタウンひとよし駅前
（人吉駅前広場駐車場敷地内）

②モゾカタウンくまりば
（総合交流館くまりば敷地内）

③ さかもと復興商店街
（道の駅「坂本」敷地内）

④ −
（球磨村グラウンド
仮設団地内）

⑤ −
（一勝地地区）

店舗数 ２３ ３ ９ ４ ３

開設時期 令和３年２月 令和３年２月 令和３年７月 令和3年9月 令和４年1月（予定）

現況

③さかもと復興商店街

商店街の
再開

④球磨村グラウンド仮設団地 17



（３）サテライトオフィスの設置等による産業の創出

市町村が所有する学校等遊休施設や空き家をサテライトオフィスに
整備する際の支援を行い、被災地域へのＩＴ企業等の誘致を後押し

新たな産業
の創出

企業立地促進補助金「球磨川流域復興枠」による産業の創出

球磨川流域市町村等の創造的復

興を強力に後押しするため、投資・

雇用の要件緩和し、補助率を嵩上

げした新メニュー「球磨川流域復興

枠」により、企業の誘致や産業の創

出を推進。

県内初の台湾航路新規就航！

八代港（毎週土曜日運航）

球磨川流域等で
８件の協定締結

18



農林水産基盤の復旧

○ 生産者による農地の自力復旧や機械・施設の修繕・取得等について令和２年度に要望のあった
3,661件を支援。加えて、被害が甚大であった地域において新たに219件を追加で支援（９月末）。

○ 県及び市町村による農地・農業用施設、林道の本格的な復旧に向けた工事を加速。

（着手件数：４月末 184件→９月末 457件、 完了件数：４月末18件→９月末 117件）

水

稲

の

再

開

畜

産

業

の

再

開

施

設

園

芸

の

再

開

製

材

業

の

再

開

一日も早い農林水産業の再開に向けた基盤の復旧を全力で推進！

農業機械の復旧による水稲の収穫

農業機械の復旧による牧草生育

農業施設の復旧による花きの生育

木材乾燥施設の復旧による木材生産 19



地域資源を生かした再生可能エネルギーの導入推進

球磨川水系における新規水力発電所の開発可能性調査

「新たな再生可能エネルギーの研究」等への着手

○ 企業局が過去に調査した地点（既往調査地点）の再評価及び球磨川水系に

おける新規水力発電所 (※)の候補地点の検討開始

・ 既往調査地点

３か所（八代市、人吉市、山江村）

・ 新規候補地

球磨川流域１０か所程度（１次選定）

※既存堰堤の活用など、流水をそのまま取水

する方式を想定

○ 局内に設置したプロジェクトチームにおいて、焼酎粕等の地域資源

を活用した再生可能エネルギーの導入や、水力発電所を核とした分

散型エネルギーシステムの構築等についての研究・調査を開始。

20



球磨川流域ＣＯ２削減住宅補助金

１ 補助対象
球磨川流域地域〈１３市町村〉における高性能
建材（窓・ガラス、断熱材）を用いた住宅の新築・
リフォーム

２ 補助率・額
対象建材費の1/3 上限30万円

○令和３年４月から、球磨川流域地域における
リフォームや新築時の断熱化に対する補助を開始

○ １０月末時点の活用状況：２２１件
（新築２１５件・リフォーム６件）

補助金の概要

高断熱住宅※の普及による
ゼロカーボンの推進

球磨川流域地域の
復旧・復興

高断熱住宅のメリット

両立

※冷暖房エネルギー消費量の約35％削減

市町村 件数 市町村 件数

八代市 １０２ 水上村 ２

人吉市 ５３ 相良村 ４

芦北町 １５ 五木村 ０

津奈木町 ７ 山江村 ２

錦町 ９ 球磨村 ３

多良木町 １０ あさぎり町 ９

湯前町 ５ 合 計 ２２１

交付申請件数 （R3.10月31日現在）
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災害に強い
社会インフラ整備と

安心して学べる拠点づくり

22



国道219号をはじめとした道路・橋梁の創造的復興

仮橋設置（坂本橋・八代市）
R3.5.28 通行可

仮橋設置（鎌瀬橋・八代市）
R3.5.28 通行可

応急復旧（R219 坂本町荒瀬）
R3.5.28時点

仮橋設置（西瀬橋・人吉市）
R2.9.4 通行可

〇集落アクセスは、令和３年７月末までに１６６集落へのアクセス道路全てで仮復旧が完了。

〇国道２１９号は、国の権限代行により応急復旧工事を継続中。令和３年７月末には、大野
大橋から人吉方面の一般車両の通行が可能となった。

〇球磨川の流失した１０橋梁のうち、令和３年５月末までに鎌瀬橋など４橋の仮橋が完成。

国道219号

国　　道

県　　道

市町村道

流出橋梁

仮橋設置済

凡例

R3.4.1『八代復興事務所』設置
（九州地方整備局）

仮橋設置（相良橋・球磨村）
R3.5.21 通行可

国道２１９号人吉方面
一般車両通行可

◎

球
磨
村

役
場

復旧状況（R219 球磨村神瀬）
R3.8.2時点
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鉄道の復旧

令和２年11月1日
全線開通

 球磨川第１橋梁撤去（鎌瀬～瀬戸石間）

 第二球磨川橋梁撤去（那良口～渡間）

 JR九州が復旧費用の算定及び復旧方針を検討中

写真提供：JR九州

写真提供：肥薩おれんじ鉄道

 球磨川第４橋梁撤去

 部分運行再開
令和３年１１月２８日 『肥後西村～湯前駅間』部分運行再開

写真提供：くま川鉄道

部分運行再開区間（18.9km）

人
吉
温
泉

相
良
藩
願
成
寺

川

村

肥
後
西
村

一

武

木

上

お
か
ど
め
幸
福

あ
さ
ぎ
り

東

免

田

公
立
病
院
前

多

良

木

東

多

良

木

新

鶴

羽

湯

前

不通区間（5.9km)

肥薩おれんじ鉄道

ＪＲ肥薩線

くま川鉄道

 JR肥薩線（R2.9～現在）・くま川鉄道（R2.7～現在）に係る通学支援

 あさぎり駅
車両保安庫機能復旧 あさぎり駅～東免田駅間復旧

軌道内土砂流入 復旧後

撤去前

錦町
（肥後西村駅方面）

相良村
（川村駅方面）

球磨川
川辺川
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Ｉ Ｃ Ｔ 教 育の 推 進

○ ICT企業等（インテル、グーグル等）と意見
交換を開始。（R3.5～）
今後、具体的な提案等を受け、構想を策定。

〇「Google for Educationパートナー自治体プロ
グラム」に参画（R3.8）。教職員及び生徒向け
研修を実施予定（R3年度中）。

〇県立高校においてインテルと連携し、PBL研
修プログラムを実施予定（R3年度中）。

熊本県 ICT企業等×

球磨川流域
教育情報化基本構想

地域に根ざした
先進的な

ICT教育の実践

○ ＩＣＴ教育の推進 ○ くまもとＣＯＲＥハイスクールネットワーク事業

第一高校
小国高校
牛深高校

球磨中央高校
県立教育センター

参加する学校等
○遠隔授業のための機器を購入
し、遠隔授業の試行を実施。（R3.7
～）
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○ マイスター・ハイスクール事業
第4次産業革命を担う職業人育成

マイスター
ハイスクール

ＣＥＯ

専門高校＝指定校：八代工業高校
産業界 ＝

一社）熊本県情報サービス産業協会

CEOによる
マネジメント

○マイスター・ハイスクールCEOを、7月1日から
八代工業高校に配置。

○企業の技術者による最先端のデジタル技術
に触れる授業の実施。(2学期～)

○工業関係高校10校をはじめ、農業関係高校7校、商業関係高校3校を整備。（R3年度中）
※八代工業高校、球磨工業高校、八代東高校、球磨中央高校、八代農業高校、南稜高校

○ 最先端産業教育設備の導入

◎導入設備の代表例

数値制御により金属
等の切削や穴あけな
どの加工が可能であ
り、金属加工技術を
学ぶ上で不可欠な装
置

3DCADにより設計
した3Dモデルを造形
するための装置

産業用ロボットの仕
組みや制御方法を学
習することができ、
プログラミングを含
めたメカトロニクス
技術を学ぶ上で必要
となる装置

マシニングセンタ ３Ｄプリンタ 産業用ロボット
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通信事業者と連携した通信網の多重化

通信ビル 通信ビル

八代市内 人吉市内

新たなルート（中継伝送路）を整備

既設ルート（中継伝送路）

既設ルート（中継伝送路）

官公庁

住宅

企業等

〇八代・人吉間の情報通信ネットワークの強靱化に向け、通信事業者
において、既設の２ルートに加え、新たに３ルート目の整備が進められ、
６月末に完了した。

○これにより、既設の２ルートが被災しても通信が確保されることとなる。

被災

被災
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地域の魅力の
向上と誇りの回復
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観光地人吉・球磨の復活

〇観光地人吉・球磨の復活に向けた観光需要喚起

○人吉球磨地域の観光地域としての創造的復興を目指し、
観光関連事業者、市町村等との「観光復興会議」を重ね、
『人吉球磨豪雨被災地観光復興戦略』を策定。

人吉球磨豪雨被災地観光復興戦略の策定（R3.3.31）

©緑川ゆき・白泉社／「夏目友人帳」製作委員会

まち灯り実証実験
観光復興への取組みの方向性

人気アニメ「夏目友人帳」との
コラボ動画の公開（R3.4.21）

○人吉球磨地域をモデル地
とするアニメ「夏目友人帳」と
コラボしたPR動画を公開。

○地元の皆様から「感動して
涙が出た」「この景色を取り
戻したい」等の声をいただき、
心の支援にもつながっている。

１ 豊かな自然を生かした球磨川ゆかりの
新たなツーリズムの創造

２ まち並みや地域の資源を生かした
宿泊を促す観光コンテンツの充実

３ 伝統や文化とIoTを融合させる
スマート観光の推進
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〇人吉温泉の復興状況

〇球泉洞の復興状況

〇球磨川くだり・ラフティングの復興状況

被災直後

被災直後

被災直後

現在

現在

〇文化財の復興状況

被災直後

現在

拝殿床下浸水
楼門１．８ｍ冠水

拝殿等の国宝建造物は
令和3年度中に修復完了

指定文化財等の
被災文化財数８３件

令和３年度末までに
６割弱の復旧見込み

青井阿蘇神社

主要宿泊施設３７軒のうち
２６軒が被災

令和３年１０月末時点で
全体の８１．８％が営業中

（６軒が復旧中）

令和3年中の再開に
向けて準備中
※食事処のみR3.5.1に再開

〔球磨川くだり〕
令和４年春の再開予定
※梅花の渡しのみ運航中

〔ラフティング〕
一部区間で営業再開
※R3.10月から球磨川ラフティング協会
初となる14社共通商品の販売を開始
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球磨焼酎の“トップ・オブ・ザ・ワールド戦略”

 球磨焼酎の復興状況

○イベント出展等による復旧・復興の情報発信○大学・企業とのコラボ、コンペティションの受賞状況等

希球ラベル
（球磨焼酎酒造組合）

Rebornラベル
(球磨焼酎蔵ツーリズム協議会)

人吉市(R3.3月)
ホームパーティー

熊本市(R2.10月)
熊本復興支援 未来へエール

球磨焼酎の出荷量は新型コロナウイルス感染症や
７月豪雨の影響により落ち込んでいたが、
創造的復興に向けた多面的な取組みにより、
前年度と同程度の出荷量を確保

【球磨焼酎出荷量】
R1年度：11,500kℓ ⇒ R2年度：11,200kℓ (約97％)

福岡（九電）
被災地物産マルシェ

福岡(博多大丸)
球磨焼酎フェア

大阪(阪急阪神ＨＤ)

【被災蔵元の状況】
（大和一酒造元）

被災後に製造した焼酎
の出荷再開 (R3.4月)

【復興統一ラベル】
（希球・Reborn）

売上の一部が被災蔵元
の支援に使われる。

被災直後

0

10000

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

【出荷量累計】

2019
2020

89％

94％

96％

97％(ｋℓ)

東京(銀座熊本館）

対前年比

◆東京ウイスキー＆スピリッツコン
ペティションにて、２蔵が最高金
賞を受賞（R3.5月)

◆熊本大学が特許庁主催の地域ブランド総
選挙で優秀発掘賞を受賞（R3.2月）

◆熊本大学が球磨焼酎をテーマにした集中講義を
開始（R3.5月～)

◆日比谷花壇とコラボし、球磨焼酎と桜の
盆栽のセット販売企画を実施（R3.2月）

◆サンフランシスコ・ワールド・
スピリッツ・コンペティション
にて、高橋酒造が最優秀金賞を
受賞（R3.5月)

「jin jin
GIN」

(高田酒造場)

「古代一壺」
（六調子酒造）

「The SG Shochu KOME」
（高橋酒造）
※ＳＧグループと共同開発

(こだいいっこ)

(ダブルゴールド)

Ｒ１

Ｒ２
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球磨川流域大学構想

最先端治水研究

地域課題の解決 “学び・交流”の場の創出

＜これまでの主な取組み＞

球磨川流域を１つのキャンパスと位置づけ、球磨川流域の魅力ある自然や恵みを生かした様々
な「学び」「研究」「交流」の場を創出することで、若者が“残り”“集まる”魅力あふれる地域の実現を目指す。

R3.11
・ 大学コンソーシアム熊本が学生、ゼミ・研究室・
サークルなどのグループを対象とした地域
課題解決のための政策アイデアコンテストを
開催

R3.4
・ 熊本県立大学「緑の流域治水研究室」設置
・ 緑の流域治水アドバイザー委嘱（県立大学：島谷特別教授）

R3.10
・ 地域における様々な地域課題解決を図る
「Kumaラボ」事業が始動。

R3.9
バーチャルキャンパスの開講
・ 熊本県立大学が、球磨川流域圏の文化、歴史、
環境をテーマにしたオンライン公開講座を開講

◆ 国内外の大学・企業や研究機関等による地域課題の解決に
向けた研究の実践

◆県立大学と連携した「緑の流域治水」の最先端研究の推進

R3.10
・ 科学技術振興機構（ＪＳＴ）が公募する「共創の場
形成支援プログラム」に、「流域治水を核とした復
興を起点とする持続社会」地域共創拠点が採択

R3.9
・ 尚絅大学で、人吉・球磨地域をフィールドとし
た課題探求プロジェクト演習科目を設定。

◆ 復旧・復興有識者会議委員と若者との交流
◆ バーチャルキャンパスの開講、サテライトオフィスの開設、
フィールドワークの実施
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「地域課題解決のための 
政策アイデアコンテスト」参加者募集 

～地域の課題解決に向けて真剣に取り組んでみませんか？～ 

〇地域課題 

１．令和２年７月豪雨の被災地域における地域の持続に必要な取組について（熊本県） 

２．大規模災害（津波、高潮、地震、洪水等）時の避難方法について（熊本市） 

〇対象者 

コンソ熊本加盟機関に所属する学生個人、ゼミ・研究室・サークルなどのグループ 

    

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

詳細は裏面をご覧ください 

 

６月３０日（水） 

応募締切 

まずはエントリーを！！ 

 

問い合わせ先（「エントリーシート」および「政策アイデア」提出先） 

大学コンソーシアム熊本事務局 TEL: 096-342-3924 /MAIL: jimu@consortium-kumamoto.jp  

 どんなことでもお気軽にお問い合わせください。お待ちしております。 

STEP１ 

エントリーシート 

(地域課題の選択) 

提出締切 

6/30(水) 

STEP2 

政策アイデアの 

提出締切 

10/31(日) 

STEP3 

政策アイデア発表会

（審査・表彰） 

11月※日時未定 
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「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」参加者募集 

地域の課題解決にむけて真剣に取り組んでみませんか？ 
 

今年度から、大学コンソーシアム熊本（以下コンソ熊本） 地域創造部会では、地域課題解決のため企画事業を立ち上げ、

「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」を実施することになりました。第１回目のテーマは大規模災害。熊本県、熊

本市から学生の皆さんにぜひ取り組んで頂きたい課題を提示していただきました。 

ご承知のとおり、２０１６年の熊本地震、記憶に新しいところでは令和２年７月豪雨と熊本県はとても災害が多く、また同時に

被災地域によっては人口減少などの問題もあります。ぜひこの機会に地域について考え、地域のために解決策を提案してみ

ませんか。個人でも、ゼミ・研究室等のグループでも参加できます。地域の皆さんは、学生の皆さんの自由な発想、若い力を

必要としています。多くの学生の皆さんの参加をお待ちしております。 

 

〇参加対象者:：コンソ熊本加盟機関に所属する学生個人、ゼミ・研究室・サークルなどのグループ 

〇地域課題：いずれかひとつを選択してください。詳細は別紙を参照してください。 

①令和２年７月豪雨の被災地域における地域の持続に必要な取組について（熊本県） 

②大規模災害（津波、高潮、地震、洪水等）時の避難方法について（熊本市） 

〇参加エントリー締切日：６月３０日（水）  

事前に参加エントリーが必要です。エントリーシートに必要事項を記入して下記事務局までメールにて提出してください。 

〇政策アイデア提出方法と締切日：１０月３１日（日） ①と②を事務局までメールにて提出してください。 

 ①政策アイデア全体の概要書  

下記項目にそってＡ４用紙１～２枚にまとめてください。（フォント：本文 ＭＳＰ明朝 10.5） 

プレゼンテーションの補助的資料と考えてください。 

・タイトル 

・参加メンバーの氏名と所属（団体の場合は団体名も） 

・キャッチフレーズ／副題 

・政策アイデアの具体的な内容 

②プレゼンテーション用資料 

パワーポイント（Ａ４）１５枚以内でアイデアの根拠、検証結果（グラフ等）等、具体的な内容について、プレゼンテーション

用資料を作成してください。 

〇発表・審査・表彰： １１月（日時・場所・方法未定） ※決まり次第発表します。 

事前の書類審査は行わず、アイデアを提出した全ての個人、団体の方にパワーポイントを使って発表していただきます。 

・発表時間：１５分以内 （ただし参加者の増減に合わせて調整します） 

・審査員：熊本県、熊本市、自治体関係者、産業界、コンソ熊本地域創造部会員（予定） 

・審査基準：独創性・実現かつ持続可能性・共感性・学生ならではの視点・プレゼンテーション技術 

・表彰：熊本県賞、熊本市賞、産業界賞など各賞および全体表彰（検討中）    

・その他 

 発表会終了後にフリートークタイムを設定します。自治体担当者、産業界などいろんな方々と交流し、視野を広げる絶好

の機会です。 

〇活動にあたっての注意事項 

・活動に係る費用は原則として自己負担とします。（正課の場合は各大学等の取扱いに準じます。） 

・フィールドワークを実施する際は自己責任において十分注意しながら行ってください。事務局はその責任を一切負いませ

ん。 

・万一の事故に備えた保険の加入をお勧めします。ただし、自己負担となります。 

・保険に関しては学研災等が適用される場合があります。各自、学内の担当課に確認してください。 

・自治体の担当者と直接コンタクトを希望する場合は下記事務局におたずねください。 

〇問い合わせ先（「エントリーシート」および「政策アイデア」提出先） 

 大学コンソーシアム熊本 事務局 TEL096-342-3924  メールアドレス：jimu@consortium-kumamoto.jp 

 

  



 

No 
対象 

市町村 タイトル 把握した地域課題 課題に対する解決策（政策アイデア） 

1 
八 

代 

市 

文化財と教育で伝承する災害記憶 

～「ハート事業」の提案～ 

・被災後１年が経過して災害記憶が薄れ始めている 

・地域住民の災害記憶の伝承及び地域防災力の向上 

今回創作した民俗芸能教材「豪雨踊」を他の民俗文化財の伝承

とともに幼～高まで長期間運用することによる災害記憶の長期

間の保持、地域防災力の向上 

2 帰りたくなる故郷
ふるさと

・帰れる故郷
ふるさと

・「坂本」の実現 

～オンラインコミュニケーションと避難場所の日常化～ 

・災害後、地域に戻ってきた人たちのｺﾐｭﾆﾃｨ不足 

・現実に即していない防災マップ 

ラジオ放送やＳＮＳの利用促進によるコミュニティ形成、ハザ

ードマップとアワ・タイムライン（マイタイムラインの地域版）

作成による逃げ遅れ防止 

3 

人 

吉 

市 

栄養学生が描くヘルシーな街 人吉 
・人口減少と少子高齢化、独居高齢者世帯の増加 

・市民の健康づくり対策 

特産品を利用したスイーツや魅力的なふるさと納税返礼品の開

発による人吉市の魅力発信、高齢者向けヘルシーメニュー開発

による健康寿命の延伸 

4 
「自治公民館の再建支援を通した地域コミュニティ再生」 

～Ａ地区の方々の思いに寄り添って～ 

・被災者の生活再建、地域コミュニティの再生 

・活動拠点となる自治公民館等の再建 

生活再建に必要な地域の「つながり」を生み出す自治公民館の

再建に向けた「人」の配置や、新たな補助金制度の創設等とい

った「資金」の支援 

5 

人吉発「九州焼酎」ブランドの提案 

～人吉を中心とする九州広域連携で 

拡大する中国市場に挑む～ 

・焼酎産業は成長する中国の需要を取り込めていない

（ウイスキーと清酒は伸びている） 

・地理的表示ブランドは国際的認知度を高めていない 

九州全体の焼酎の統一ブランドとして「九州焼酎」を確立して

海外への PR 力を高めるとともに拡大する中国の需要を取り込

み、人吉地域の雇用を誘発する 

6 
自然と文化がある街、人吉市 

～古い文化と新しい文化が息づく街～ 

・娯楽施設がなく若者が求める刺激がない 

・「人吉は何もない」というイメージ（実際は自然や

温泉、食文化、歴史的文化財がある） 

新鋭芸術家の活動場所や展示場の提供による新しい文化・芸術

の導入、幼少期・学校教育において多様な芸術と触れ合う機会

を保障する芸術教育の充実 

7 

地域イベントの持続・発展に関する政策アイデア 

～地域イベント係創設による 

地域イベントの持続・発展について～ 

・観光資源にもなっている地域イベントの後継者・担

い手不足 

・地域イベントの持続・発展の困難化 

自治体に「地域イベント係」を創設し、イベントを実施するた

めの人材募集やマッチング等の実施による地域活性化～関係人

口の創出 

8 

芦 

北 

町 

地元民の力で地域再生 

～役場に頼らない地域再生～往来で保つ地域社会 

・少子高齢化、人口減少 

・雇用がない中での町の発展策 

空き家（普段はお試し住居、災害時は避難所生活が困難な人向

けの一時避難所）を活用して芦北町から他市町村へ出勤・通学

（＝往来）する定住者を増やす 

9 

球 

磨 

村 

球磨村の福祉教育と福祉人材確保の一体的推進 

～親子で考える災害と高齢化～ 

・高齢化、人口減少 

・コミュニティの希薄化の解消と再建 

大学生を媒介とした福祉教育の講座開催や福祉職の話を聞く機

会を設けて子どもたちの進路選択につなげ、球磨村に残る若者

を増やす 

10 
熊本県球磨郡球磨村の持続に寄与する取り組みについて 

～ふるさと納税を利用した地域振興案～ 

・急速な人口減少、村の消失危機 

・目指す姿と村の現状との大きなギャップ 

受験の聖地である「一勝地」を活用してふるさと納税を利用し

たツアーを造成（受験生・家族層対象）し、村と接点を持つ人々

や流入人口を増やす 

11 
“一勝地・成功間違い梨で広がる”関係・定住人口創出 

～豪雨被害に悩む熊本県球磨村の持続可能な村づくり～ 

・耕作地の未復旧及び被災による村内小売店への出荷

不可に伴う農業収益の大幅減 

・農家の高齢化や担い手不足による維持管理の継続 

縁起の良い「一勝地」と主要作物の“一勝地梨”を関連付け、

梨のオーナー制度や苗木販売、加工品販売を行い関係人口を創

出し、稼げる農業の実現を図る 

12 
ヒトとムラを見守るよりどころ 

～支援型自動販売機を通して～ 

・コンビニ以外の商店・食堂ゼロの買い物難民 

・災害時の孤立を想定した日用品を含む備品の備蓄 

・被災による寄り合い場の減少 

日用品・食料等の自動販売機を設置して平時の買い物・非常時

の備蓄を可能とし、周辺にベンチ等を置き日常的な憩いの場を

創出する。位置情報受信機を内蔵し安否確認機能も可能 

【別紙】「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」応募アイデア一覧 


